
山
梨
県
公
報
　
　
第
百
九
号
　
　
令
和
二
年
七
月
二
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

三
五
三

山
梨
県
公
報

第
百
九
号

令
和
二
年

七
月
二
日

木　曜　日

目

次

告

示

○
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
附
属
機
関
の
設
置	

三
五
三

○
道
路
の
供
用
開
始
（
二
件
）	

三
五
三

公

告

○
県
税
等
の
収
納
事
務
の
委
託	

三
五
四

人
事
委
員
会

○
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

三
五
五

○
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

三
五
六

公
安
委
員
会

○
落
札
者
の
決
定
に
つ
い
て	

三
五
六

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
一
号

附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
条
例
第
三
号
）
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
附
属
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
七
月
二
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

附
属
機
関

担
任
事
務

委
員
の
定
数

委
員
の
要
件

委
員
の
任
期

所
管
課

山
梨
県
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
師

試
験
委
員
会

一　

試
験
方
針
の
決

　

定
二　

試
験
問
題
の
作

　

成
三　

合
否
の
検
討

十
人
以
内

一　

衛
生
法

　

規
や
公
衆

　

衛
生
に
関

　

す
る
知
識

　

を
有
す
る

　

県
の
職
員

二　

繊
維
や

　

ク
リ
ー
ニ

　

ン
グ
技
術

　

に
つ
い
て

　

専
門
的
な

　

知
識
を
有

　

す
る
県
の

　

職
員

三　

繊
維
の

　

鑑
別
に
関

　

す
る
技
能

　

を
有
す
る

　

県
の
職
員

四　

ク
リ
ー

　

ニ
ン
グ
師

　

の
免
許
を

　

受
け
、
か

　

つ
、
ワ
イ

　

シ
ャ
ツ
の

　

ア
イ
ロ
ン

　

仕
上
げ
に

　

関
す
る
技

　

能
を
有
し

　

て
い
る
者

　

で
、
山
梨

　

県
ク
リ
ー

　

ニ
ン
グ
生

　

活
衛
生
同

　

業
組
合
の

　

推
薦
す
る

　

者

令
和
二
年
七

月
二
十
一
日

か
ら
令
和
三

年
三
月
三
十

一
日
ま
で

福
祉
保
健

部
衛
生
薬

務
課

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
二
号

附
属
機
関

担
任
事
務

委
員
の
定
数

委
員
の
要
件

委
員
の
任
期

所
管
課

山
梨
県
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
師

試
験
委
員
会

一　

試
験
方
針
の
決

　

定
二　

試
験
問
題
の
作

　

成
三　

合
否
の
検
討

十
人
以
内

一　

衛
生
法

　

規
や
公
衆

　

衛
生
に
関

　

す
る
知
識

　

を
有
す
る

　

県
の
職
員

二　

繊
維
や

　

ク
リ
ー
ニ

　

ン
グ
技
術

　

に
つ
い
て

　

専
門
的
な

　

知
識
を
有

　

す
る
県
の

　

職
員

三　

繊
維
の

　

鑑
別
に
関

　

す
る
技
能

　

を
有
す
る

　

県
の
職
員

四　

ク
リ
ー

　

ニ
ン
グ
師

　

の
免
許
を

　

受
け
、
か

　

つ
、
ワ
イ

　

シ
ャ
ツ
の

　

ア
イ
ロ
ン

　

仕
上
げ
に

　

関
す
る
技

　

能
を
有
し

　

て
い
る
者

　

で
、
山
梨

　

県
ク
リ
ー

　

ニ
ン
グ
生

　

活
衛
生
同

　

業
組
合
の

　

推
薦
す
る

　

者

令
和
二
年
七

月
二
十
一
日

か
ら
令
和
三

年
三
月
三
十

一
日
ま
で

福
祉
保
健

部
衛
生
薬

務
課



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
九
号
　
　
令
和
二
年
七
月
二
日

三
五
四

◉　

県
税
等
の
収
納
事
務
の
委
託

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
県
税
等
の
収
納
の
事
務
を
委
託
し
た
。

令
和
二
年
七
月
二
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

委
託
事
務
の
範
囲

法
人
二
税
等
（
法
人
県
民
税
、
法
人
事
業
税
、
地
方
法
人
特
別
税
、
特
別
法
人
事
業
税
）
、
個
人

事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
、
県
た
ば
こ
税
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
、
軽
油
引
取
税
、
自
動
車
税
、
自
動

車
税
種
別
割
、
鉱
区
税
、
県
固
定
資
産
税
に
係
る
本
税
、
延
滞
金
及
び
加
算
金
に
つ
い
て
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
店
舗
を
通
じ
て
収
納
し
、
そ
の
収
納
金
を
指
定
金
融
機
関
（
山
梨
県
財
務
規
則
（
昭

和
三
十
九
年
規
則
第
十
一
号
）
第
二
百
四
条
第
一
項
に
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
に
払
い
込
み
、
そ

の
収
納
情
報
を
山
梨
県
に
提
供
す
る
事
務

二　

委
託
の
相
手
方
（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
通
じ
て
収
納
代
行
業
務
を
行
う
会
社
）

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
二
十
番
八
号　

株
式
会
社
山
梨
中
央
銀
行

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
四
丁
目
六
番
七
号　

地
銀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

三　

委
託
の
期
間　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

提
携
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
本
部

所
在
地
及
び
名
称

チ
ェ
ー
ン
名

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
一
丁
目
一
番
一
号　

国
分
グ

ロ
ー
サ
ー
ズ
チ
ェ
ー
ン
株
式
会
社

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア

東
京
都
港
区
港
南
一
丁
目
八
番
二
十
七
号　

株
式
会

社
し
ん
き
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス

M
M
K
設
置
店

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
九
条
西
五
丁
目
四
百
二
十

一
番
地　

株
式
会
社
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
、
ハ
マ
ナ
ス
ク
ラ
ブ
、

ハ
セ
ガ
ワ
ス
ト
ア
及
び
タ
イ
エ
ー

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八　

株
式
会
社
セ

ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
一
番
二
十
一
号　

株
式
会

社
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

広
島
県
広
島
市
安
佐
北
区
安
佐
町
大
字
久
地
六
百
六

十
五
番
地
の
一　

株
式
会
社
ポ
プ
ラ

ポ
プ
ラ
、
く
ら
し
ハ
ウ
ス
、
ス
リ
ー
エ
イ

ト
及
び
生
活
彩
家

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
一
丁
目
五
番
地
一　

ミ

ニ
ス
ト
ッ
プ
株
式
会
社

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
三
丁
目
十
番
一
号　

山
崎

製
パ
ン
株
式
会
社

デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
ニ
ュ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー

ス
ト
ア
ー
及
び
ヤ
マ
ザ
キ
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ

東
京
都
品
川
区
大
崎
一
丁
目
十
一
番
二
号　

株
式
会

社
ロ
ー
ソ
ン

ロ
ー
ソ
ン
及
び
ロ
ー
ソ
ン
ス
ト
ア
一
〇
〇

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
七
月
二
十
七
日
ま
で
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
七
月
二
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

道
路
の

種
類

路
線
名

区
間

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

中
下
条
甲
府

線

甲
府
市
下
飯
田
一
丁
目
四
五
九
番
一

地
先
か
ら

甲
府
市
飯
田
二
丁
目
五
三
番
五
地
先

ま
で

　

二
五
三
・
〇

令
和
二
年
七

月
六
日

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
七
月
二
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
七
月
二
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

道
路
の

種
類

路
線
名

区
間

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

笛
吹
市
川
三

郷
線

笛
吹
市
芦
川
町
鶯
宿
字
里
道
二
三
七

五
番
一
地
先
か
ら

笛
吹
市
芦
川
町
鶯
宿
字
シ
ダ
倉
二
三

七
六
番
二
地
先
ま
で

　
　

八
九
・
八

令
和
二
年
七

月
七
日

公　
　
　

告



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
九
号
　
　
令
和
二
年
七
月
二
日

三
五
五

　

じ
。
）
の
患
者
を
受
け
入
れ
る
医
療
機
関
又
は
宿
泊
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
場
所
と
し
て

　

人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
住
民
の
生
命
及
び
健

　

康
を
保
護
す
る
た
め
に
緊
急
に
行
わ
れ
る
措
置
に
係
る
作
業
で
あ
つ
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の

　

に
従
事
し
た
と
き
は
、
防
疫
等
作
業
手
当
を
支
給
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
規
定
は

　

適
用
し
な
い
。

2　

前
項
の
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
、
三
千
円
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
患
者
若
し
く
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
者
の
身
体
に
接
触
し
て
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
長
時
間
に
わ

た
り
接
し
て
行
う
作
業
そ
の
他
人
事
委
員
会
が
こ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
る
作
業
に
従
事
し
た
場
合
に

あ
つ
て
は
、
四
千
円
）
と
す
る
。

3　

保
健
所
の
所
長
が
医
師
診
療
実
験
従
事
手
当
に
係
る
業
務
に
従
事
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
業

務
の
一
部
が
こ
の
条
に
規
定
す
る
防
疫
等
作
業
手
当
に
係
る
作
業
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
と
き

は
、
第
五
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
こ
の
条
の
規
定
に
よ
る
防
疫
等
作
業
手
当
を
支
給
す
る
。

4　

保
健
衛
生
業
務
従
事
手
当
に
係
る
業
務
に
従
事
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
業
務
の
一
部
が
こ
の

条
に
規
定
す
る
防
疫
等
作
業
手
当
に
係
る
作
業
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
第
二
十
三
条

及
び
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
こ
の
条
の
規
定
に
よ
る
防
疫
等
作
業
手
当
を
支
給

す
る
。

5　

こ
の
条
の
規
定
に
よ
る
防
疫
等
作
業
手
当
に
は
、
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
等
に
対
し
て
行
う
業
務
又
は
作
業
に
従
事
し
た
職
員
に
支
給

す
る
手
当
の
特
例
）

第
四
条　

職
員
が
、
政
令
第
二
条
に
規
定
す
る
期
間
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
又
は

　

そ
の
疑
い
の
あ
る
者
に
対
し
て
行
う
第
三
十
二
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
二

　

条
の
四
第
一
項
、
第
三
十
二
条
の
六
第
一
項
又
は
第
三
十
二
条
の
九
第
一
項
に
掲
げ
る
業
務
で
あ
つ

　

て
人
事
委
員
会
が
認
め
る
も
の
に
従
事
し
た
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
の
手
当
の
額
は
、
第
三

　

十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
、
第
三
十
二
条
の
四
第
二
項
、
第
三
十
二
条
の
六
第
二

　

項
又
は
第
三
十
二
条
の
九
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
三
千
円
（
新
型
コ
ロ

　

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
若
し
く
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
者
の
身
体
に
接
触
し
て
又
は
こ
れ
ら
の
者

　

に
長
時
間
に
わ
た
り
接
し
て
行
う
業
務
そ
の
他
人
事
委
員
会
が
こ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
る
業
務
に
従

　

事
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
千
円
）
と
す
る
。

2　

職
員
が
、
政
令
第
二
条
に
規
定
す
る
期
間
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
又
は
そ
の

疑
い
の
あ
る
者
に
対
し
て
行
う
第
三
十
二
条
の
十
第
一
項
又
は
第
三
十
二
条
の
十
一
第
一
項
に
掲
げ

る
作
業
で
あ
つ
て
人
事
委
員
会
が
認
め
る
も
の
に
従
事
し
た
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
の
手
当

の
額
は
、
第
三
十
二
条
の
十
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
三
十
二
条
の
十
一
第
二
項
に
規

定
す
る
額
又
は
三
千
円
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
若
し
く
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
者
の

身
体
に
接
触
し
て
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
長
時
間
に
わ
た
り
接
し
て
行
う
作
業
そ
の
他
人
事
委
員
会
が

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
九
号

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
七
月
二
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長　
　

井　

出　
　

與
五
右
衞
門

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
項
を
附
則
第
一
条
と
し
、
附
則
第
二
項
を
附
則
第
二
条
第
一
項
と
す
る
。

附
則
第
三
項
中
「
あ
っ
て
は
」
を
「
あ
つ
て
は
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
二
条
第
二
項
と
す
る
。

附
則
第
四
項
中
「
あ
っ
て
は
」
を
「
あ
つ
て
は
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
二
条
第
三
項
と
し
、
同

条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
生
じ
た
事
態
に
係
る
防
疫
等
作
業
手
当
の
特
例
）

第
三
条　

職
員
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
（
令
和

　

二
年
政
令
第
十
一
号
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
に
規
定
す

　

る
期
間
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
政
令
第
一
条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同

所
在
地
及
び
名
称

チ
ェ
ー
ン
名

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
一
丁
目
一
番
一
号　

国
分
グ

ロ
ー
サ
ー
ズ
チ
ェ
ー
ン
株
式
会
社

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア

東
京
都
港
区
港
南
一
丁
目
八
番
二
十
七
号　

株
式
会

社
し
ん
き
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス

M
M
K
設
置
店

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
九
条
西
五
丁
目
四
百
二
十

一
番
地　

株
式
会
社
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
、
ハ
マ
ナ
ス
ク
ラ
ブ
、

ハ
セ
ガ
ワ
ス
ト
ア
及
び
タ
イ
エ
ー

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八　

株
式
会
社
セ

ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
一
番
二
十
一
号　

株
式
会

社
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

広
島
県
広
島
市
安
佐
北
区
安
佐
町
大
字
久
地
六
百
六

十
五
番
地
の
一　

株
式
会
社
ポ
プ
ラ

ポ
プ
ラ
、
く
ら
し
ハ
ウ
ス
、
ス
リ
ー
エ
イ

ト
及
び
生
活
彩
家

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
一
丁
目
五
番
地
一　

ミ

ニ
ス
ト
ッ
プ
株
式
会
社

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
三
丁
目
十
番
一
号　

山
崎

製
パ
ン
株
式
会
社

デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
ニ
ュ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー

ス
ト
ア
ー
及
び
ヤ
マ
ザ
キ
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ

東
京
都
品
川
区
大
崎
一
丁
目
十
一
番
二
号　

株
式
会

社
ロ
ー
ソ
ン

ロ
ー
ソ
ン
及
び
ロ
ー
ソ
ン
ス
ト
ア
一
〇
〇



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
百
九
号
　
　
令
和
二
年
七
月
二
日

三
五
六

第
十
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
百
分
の
九
十
二
未
満
」
を
「
百
分
の
八
十
三
・
五
以
下
」
に
、
「
百

分
の
百
十
二
未
満
」
を
「
百
分
の
百
二
・
五
以
下
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
二
第
三
号
中
「
百
分
の
四
十
三
・
五
未
満
」
を
「
百
分
の
四
十
一
・
五
以
下
」
に
、

「
百
分
の
五
十
三
・
五
未
満
」
を
「
百
分
の
五
十
一
・
五
以
下
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
五
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会

◉　

落
札
者
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ

シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
、
二
千
十
二
年
三
月
三
十
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
作
成
さ
れ

た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
協
定
、
経
済
上
の
連
携
に
関

す
る
日
本
国
と
欧
州
連
合
と
の
間
の
協
定
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も

の
で
あ
る
。

令
和
二
年
七
月
二
日

山
梨
県
警
察
本
部
長　
　

大　
　

窪　
　

雅　
　

彦

一　

落
札
に
係
る
借
入
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量　

自
動
暗
号
化
シ
ス
テ
ム　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
所
属

㈠　

名
称　

山
梨
県
警
察
本
部
警
務
部
情
報
管
理
課

㈡　

所
在
地　

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
二
年
六
月
五
日

四　

落
札
者

㈠　

名
称　

N
E
C
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

㈡　

住
所　

東
京
都
立
川
市
曙
町
二
丁
目
二
十
番
五
号

五　

落
札
金
額　

一
億
二
百
七
十
三
万
八
千
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
二
年
四
月
二
十
三
日

こ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
る
作
業
に
従
事
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
千
円
）
の
う
ち
最
も
高
い
額
と

す
る
。

3　

前
項
の
規
定
に
よ
る
死
体
処
理
手
当
に
は
、
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

4　

職
員
が
、
政
令
第
二
条
に
規
定
す
る
期
間
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
又
は
そ
の

疑
い
の
あ
る
者
に
対
し
て
行
う
第
三
十
二
条
の
十
二
第
一
項
、
第
三
十
二
条
の
十
三
第
一
項
又
は
第

三
十
二
条
の
十
四
に
掲
げ
る
作
業
で
あ
つ
て
人
事
委
員
会
が
認
め
る
も
の
に
従
事
し
た
場
合
に
お
け

る
こ
れ
ら
の
規
定
の
手
当
の
額
は
、
第
三
十
二
条
の
十
二
第
二
項
、
第
三
十
二
条
の
十
三
第
二
項
若

し
く
は
第
三
十
二
条
の
十
四
に
規
定
す
る
額
又
は
三
千
円
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者

若
し
く
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
者
の
身
体
に
接
触
し
て
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
長
時
間
に
わ
た
り
接
し
て

行
う
作
業
そ
の
他
人
事
委
員
会
が
こ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
る
作
業
に
従
事
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、

四
千
円
）
の
う
ち
最
も
高
い
額
と
す
る
。

5　

救
助
捜
索
手
当
（
第
三
十
二
条
の
十
二
第
二
項
の
表
中
第
二
号
の
作
業
に
限
る
。
）
に
係
る
作
業

に
従
事
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
手
当
の
額
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
同

一
の
日
に
お
い
て
航
空
手
当
に
係
る
業
務
に
も
従
事
し
た
と
き
の
手
当
の
額
は
、
第
三
十
四
条
第
四

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
十
二
条
の
十
五
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
額
又
は
前

項
の
規
定
に
よ
る
手
当
の
額
の
う
ち
最
も
高
い
額
と
す
る
。

（
特
例
の
適
用
を
受
け
る
手
当
が
二
以
上
あ
る
場
合
の
調
整
）

第
五
条　

同
一
の
日
に
お
い
て
、
第
三
条
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
手
当
の
額
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

　

と
な
る
手
当
の
種
類
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
一
の
手
当
の
み
を
当
該
手
当
の
額
と
し
、

　

そ
の
他
の
手
当
に
つ
い
て
は
第
三
条
及
び
前
条
の
規
定
の
適
用
が
な
か
つ
た
も
の
と
し
て
計
算
し
た

　

場
合
に
お
け
る
手
当
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
支
給
さ
れ
る
手
当
の
合
計
額
が
最
も

　

高
く
な
る
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規

則
の
規
定
は
、
令
和
二
年
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
号

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
七
月
二
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長　
　

井　

出　
　

與
五
右
衞
門

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。


